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技術の概要

３．技術の効果

壁面の側面・上面には赤いマーキングを施しており，この赤いマーキングの目視によりテールアルメ工
の異常を判断している。（Fail Sensor）また，FSコネクティブAが破断した場合は，平常時には機能してい
ない別に設けられたFSコネクティブBが機能することでテールアルメの安全性しつつ，安全な状態で照
査・補修を維持する事ができる。（Fail Safe）

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
・盛土高（嵩上げ盛土を含む地上高）≦20ｍ
ただし，「補強土（テールアルメ）壁工法・設計施工マニュアル 第4回改訂版」の適用範囲
・壁高≦20ｍ
②特に効果の高い適用範囲
・重要施設隣接箇所，重要構造物との取り合い箇所，塩害地域 等

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　 24　件　（九州　　14件　、九州以外　10件　）
自治体　　　24　件　（九州　　1件　、九州以外　23件　）
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

高度経済成長期に集中整備された構造物の老朽化問題から，橋梁・トンネルなどは国土交通省が制定
した「定期点検要領」により点検が進められてきたが，テールアルメを含む道路土構造物においても，国
土交通省は2017年8月に「道路土工構造物点検要領」が制定され，「特定土工構造物」は5年に1回の点
検が義務化された。そこで，土中のストリップの異常を壁面に早期発現させて，近接目視点検における
判断を行う事が出来る技術「テールアルメFS」の開発に至った。

テールアルメFSには，強度の違う2種類のFSコネクティブA，Bが用いられており，強度の弱いFSコネク
ティブAから破断する構造としている。FSコネクティブBのボルト孔は長孔形状となっており，強度の弱い
FSコネクティブAが破断した時には，コネクティブの機能を引き継ぐ前に意図的に壁面に変位を生じさせ
る構造としている。壁面組立時の鉛直度と左右の間隔を保つために設けているジベルは従来テールア
ルメにおいては鉄製を使用しており，壁面変位が生じた場合にはコンクリート製の壁面にクラックが発生
する危険性が高いため，ジベルを柔らかい素材であるPVC（塩化ビニル）製に変更した。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

図1. FSｺﾈｸﾃｨﾌﾞ姿図

図3. テールアルメFS部材

図2. 異常時に段差が発生した場合の        

マーキングイメージ


